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国
民
所
得
倍
増
計
画
に
関
す
る
件 

(

昭
和
三
十
五
年
十
二
月
二
十
七
日

閣
議
決
定 

 
 
 
 
 
 
 
) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

政
府
は
、
別
冊
「
国
民
所
得
倍
増
計
画
」
を
も
つ
て
、
昭
和
三
十 

二
年
十
二
月
十
七
日
閣
議
決
定
の
「
新
長
期
経
済
計
画
」
に
代
え
る 

も
の
と
す
る
が
、
今
後
に
お
け
る
経
済
の
運
営
に
あ
た
つ
て
は
、
内 

外
経
済
の
実
勢
に
応
じ
て
弾
力
的
に
措
置
す
る
も
の
と
し
、
と
く
に
、 

別
紙
「
国
民
所
得
倍
増
計
画
の
構
想
」
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

 

国
民
所
得
倍
増
計
画
の
構
想 

 

（１） 

計
画
の
目
的 

 

国
民
所
得
倍
増
計
画
は
、
速
や
か
に
国
民
総
生
産
を
倍
増
し
て
、 

雇
用
の
増
大
に
よ
る
完
全
雇
用
の
達
成
を
は
か
り
、
国
民
の
生
活 

水
準
を
大
巾
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
と
く
に
農
業
と
非
農
業
間
、
大
企
業
と 

中
小
企
業
間
、
地
域
相
互
間
な
ら
び
に
所
得
階
層
間
に
存
在
す
る 

生
活
上
お
よ
び
所
得
上
の
格
差
の
是
正
に
つ
と
め
、
も
つ
て
国
民 

経
済
と
国
民
生
活
の
均
衡
あ
る
発
展
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（２） 

計
画
の
目
標 

国
民
所
得
倍
増
計
画
は
、
今
後
十
年
以
内
に
国
民
総
生
産
二
六 

兆
円
（
三
三
年
度
価
格
）
に
到
達
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
が
、 

こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
、
計
画
の
前
半
期
に
お
い
て
、
技
術
革
新 

の
急
速
な
進
展
、
豊
富
な
労
働
力
の
存
在
な
ど
成
長
を
支
え
る
極 

め
て
強
い
要
因
の
存
在
に
か
ん
が
み
、
適
切
な
政
策
の
運
営
と
国 

民
各
位
の
協
力
に
よ
り
計
画
当
初
三
カ
年
に
つ
い
て
三
五
年
度 

一
三
兆
六
千
億
円
（
三
三
年
度
価
格
一
三
兆
円
）
か
ら
年
平
均
九 

％
の
経
済
成
長
を
達
成
し
、
昭
和
三
八
年
度
に
一
七
兆
六
千
億
円 

（
三
五
年
度
価
格
）
の
実
現
を
期
す
る
。 

（３） 

計
画
実
施
上
と
く
に
留
意
す
べ
き
諸
点
と
そ
の
対
策
の
方
向 

 

経
済
審
議
会
の
答
申
の
計
画
は
、
こ
れ
を
尊
重
す
る
が
、
経
済 

成
長
の
実
勢
は
も
と
よ
り
、
そ
の
他
諸
般
の
情
勢
に
応
じ
、
弾
力 



的
に
措
置
す
る
と
と
も
に
、
経
済
の
実
態
に
即
し
て
、
前
記
計
画 

の
目
的
に
副
う
よ
う
施
策
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に 

こ
の
場
合
次
の
諸
点
の
施
策
に
遺
憾
な
き
を
期
す
る
も
の
と
す
る
。 

（イ） 

農
業
近
代
化
の
推
進 

国
民
経
済
の
均
衡
あ
る
発
展
を
確
保
す
る
た
め
、
農
業
の
生 

産
、
所
得
及
び
構
造
等
各
般
の
施
策
に
わ
た
り
新
た
な
る
抜
本 

的
農
政
の
基
底
と
な
る
農
業
基
本
法
を
制
定
し
て
農
業
の
近
代 

化
を
推
進
す
る
。 

 
 

こ
れ
に
伴
い
農
業
生
産
基
盤
整
備
の
た
め
の
投
資
と
と
も
に
、 

農
業
の
近
代
化
推
進
に
所
要
す
る
投
融
資
額
は
、
こ
れ
を
積
極 

的
に
確
保
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

な
お
、
沿
岸
漁
業
の
振
興
に
つ
い
て
も
右
と
同
様
に
措
置
す 

る
も
の
と
す
る
。 

（ロ） 

中
小
企
業
の
近
代
化 

 
 

中
小
企
業
の
生
産
性
を
高
め
、
二
重
構
造
の
緩
和
と
、
企
業 

間
格
差
の
是
正
を
は
か
る
た
め
、
各
般
の
施
策
を
強
力
に
推
進 

す
る
と
と
も
に
と
く
に
中
小
企
業
近
代
化
資
金
の
適
正
な
供
給 

を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
。 

（ハ） 

後
進
地
域
の
開
発
促
進 

 
 

後
進
性
の
強
い
地
域
（
南
九
州
、
西
九
州
、
山
陰
、
四
国
南 

部
等
を
含
む
。）
の
開
発
促
進
な
ら
び
に
所
得
格
差
是
正
の
た 

め
、
速
や
か
に
国
土
総
合
開
発
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
資
源
の 

開
発
に
つ
と
め
る
。
さ
ら
に
、
税
制
金
融
、
公
共
投
資
補
助
率 

等
に
つ
い
て
特
段
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
所
要
の
立
法
を 

検
討
し
、
そ
れ
ら
地
域
に
適
合
し
た
工
業
等
の
分
散
を
は
か
り
、 

以
つ
て
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
と
そ
の
地
域
の
後
進
性
克
服
を 

達
成
す
る
も
の
と
す
る
。 

（ニ） 

産
業
の
適
正
配
置
の
推
進
と
公
共
投
資
の
地
域
別
配
分
の 

再
検
討 

 
 

産
業
の
適
正
配
置
に
あ
た
つ
て
は
、
わ
が
国
の
高
度
成
長
を 

長
期
に
わ
た
つ
て
持
続
し
、
企
業
の
国
際
競
争
力
を
強
化
し
、 

社
会
資
本
の
効
率
を
高
め
る
た
め
に
経
済
合
理
性
を
尊
重
し
て 

ゆ
く
こ
と
は
も
と
よ
り
必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
地
域
相
互
間 



の
格
差
の
拡
大
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。 

 
 

し
た
が
つ
て
、
経
済
合
理
性
を
尊
重
し
、
同
時
に
地
域
格
差 

の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
と
く
に
地
域
別
の
公
共
投
資
に
つ 

い
て
は
、
地
域
の
特
性
に
従
つ
て
投
融
資
の
比
重
を
弾
力
的
に 

調
整
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
経
済
発
展
に
即
応
し
た 

公
共
投
資
の
効
果
を
高
め
る
と
と
も
に
、
地
域
間
格
差
の
是
正 

に
資
す
る
も
の
と
す
る
。 

（ホ） 

世
界
経
済
の
発
展
に
対
す
る
積
極
的
協
力 

 
 

生
産
性
向
上
に
も
と
づ
く
輸
出
競
争
力
の
強
化
と
こ
れ
に
よ 

る
輸
出
拡
大
、
外
資
収
入
の
増
大
が
、
こ
の
計
画
の
達
成
の
重 

要
な
鍵
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
強
力
な
輸
出
振
興
策
な
ら 

び
に
観
光
、
海
運
そ
の
他
貿
易
外
収
入
増
加
策
を
講
ず
る
と
と 

も
に
、
低
開
発
諸
国
の
経
済
発
展
を
促
進
し
、
そ
の
所
得
水
準 

を
高
め
る
た
め
、
広
く
各
国
と
の
経
済
協
力
を
積
極
的
に
促
進 

す
る
も
の
と
す
る
。 

 （
後
略
） 
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